
（
生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
五
十
五
条
の
十
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
十
八
条
の
十
五

法
第
五
十
五
条
の
十
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
を
超
え
な

い
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
心
身
の
状
況
、
生
活
の
状
況
そ
の
他
の
同
号
に
規
定
す
る
被
保
護
者
就
労
準
備
支

援
事
業
（
第
十
八
条
の
十
七
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業
」
と
い
う
。）を
利
用
し

よ
う
と
す
る
者
の
状
況
を
勘
案
し
て
保
護
の
実
施
機
関
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
状
況
を
勘

案
し
て
保
護
の
実
施
機
関
が
定
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
法
第
五
十
五
条
の
十
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
及
び
便
宜
）

第
十
八
条
の
十
六

法
第
五
十
五
条
の
十
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
を
超
え
な

い
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
心
身
の
状
況
、
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
の
状
況
、
生
活
の
状
況
そ
の
他
の
同
号
に

規
定
す
る
被
保
護
者
地
域
居
住
支
援
事
業
（
次
条
第
二
号
に
お
い
て
単
に
「
被
保
護
者
地
域
居
住
支
援
事
業
」

と
い
う
。）を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
の
状
況
を
勘
案
し
て
保
護
の
実
施
機
関
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
状
況
を
勘
案
し
て
保
護
の
実
施
機
関
が
定
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

法
第
五
十
五
条
の
十
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
訪
問
に
よ
る
必
要
な
情
報
の
提

供
及
び
助
言
、
地
域
社
会
と
の
交
流
の
促
進
、
住
居
の
確
保
に
関
す
る
援
助
、
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他

の
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
八
条
の
十
七

法
第
五
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
被
保
護
者
で
あ
つ
て
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

そ
の
状
況
に
照
ら
し
て
将
来
的
に
保
護
を
必
要
と
し
な
く
な
る
こ
と
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ
る
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
保
護
の
実
施
機
関
が
被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業
、
法
第
五
十
五
条
の
十

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
被
保
護
者
家
計
改
善
支
援
事
業
及
び
被
保
護
者
地
域
居
住
支
援
事
業
（
次
号
に

お
い
て
「
被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業
等
」
と
い
う
。）を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
法
第
五
十

五
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
被
保
護
者
対
象
事
業
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
特
定
被
保
護
者
対
象

事
業
」
と
い
う
。）の
利
用
が
必
要
で
あ
る
と
当
該
保
護
の
実
施
機
関
が
認
め
る
者

三

第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
保
護
の
実
施
機
関
が
被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
特
段
の
事
情
が
あ
り
、
特
定
被
保
護
者
対
象
事
業
の
利
用
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
当
該
保

護
の
実
施
機
関
が
認
め
る
者

（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
社
会
参
加
の
た
め
に
必
要
な
便
宜
の
提
供
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
）

（
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
社
会
参
加
の
た
め
に
必
要
な
便
宜
の
提
供
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
三
十
四
条
の
四

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
社
会
参
加
の
た
め
に
必
要
な
便
宜
の
提
供
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
四

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
社
会
参
加
の
た
め
に
必
要
な
便
宜
の
提
供
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
援
関
係
機
関
（
以
下
「
支
援
関
係
機
関
」
と
い
う
。）と
民
間
団
体
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
下
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
活

動
の
機
会
の
提
供
を
行
う
こ
と
、
訪
問
に
よ
る
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
、
宿
泊
場
所
の

供
与
、
住
居
の
確
保
に
関
す
る
援
助
、
地
域
社
会
と
の
交
流
の
促
進
、
学
習
の
援
助
、
生
活
習
慣
及
び
育
成

環
境
の
改
善
に
関
す
る
助
言
を
行
う
こ
と
そ
の
他
社
会
参
加
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と

一

法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
援
関
係
機
関
（
以
下
「
支
援
関
係
機
関
」
と
い
う
。）と
民
間
団
体
と
の

連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
下
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
活

動
の
機
会
の
提
供
を
行
う
こ
と
、
訪
問
に
よ
る
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
、
宿
泊
場
所
の

供
与
、
学
習
の
援
助
、
生
活
習
慣
及
び
育
成
環
境
の
改
善
に
関
す
る
助
言
を
行
う
こ
と
そ
の
他
社
会
参
加
の

た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と

二

（
略
）

二

（
略
）
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